
 

 

 

 

  



 

 

 

 

  

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 



 

 

２－１ 聖蹟桜ヶ丘駅周辺                     

１）聖蹟桜ヶ丘駅周辺の現況と特徴                    
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２）聖蹟桜ヶ丘駅周辺におけるまちづくりの課題             

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

聖蹟桜ヶ丘地域の住宅について 

聖蹟桜ヶ丘地域は、多摩川と大栗川という豊かな水辺に恵まれ、「かわまちづくり*」を活用して人々

を呼び込む大きな資源を持っています。しかし、この地域はハザードマップ*に示されるように浸水想定区

域*でもあり、自然の恩恵とリスクが共存しています。このような地域内で求められる住宅のあり方はどの

ようなものでしょうか。 

まず、重要なのは災害に対する備えです。浸水リスクを考慮した住宅設計が良いと思います。具体的

には、基礎を高くする、1 階部分を駐車場や倉庫として利用し、居住スペースを 2 階以上に配置するこ

とが考えられます。また、防水性の高い建材を使用し、住宅の外壁や窓に防水対策を施すことも必要

ではないかと思います。さらに、周辺のインフラ設備を知っておくことも重要であり、散歩などの機会を利用

して常に排水設備や堤防の状態の確認、避難ルート等のチェックも必要でしょう。 

また、自然環境と調和した住宅づくりも大切です。多摩川と大栗川の利点や景観を生かしつつ、住

まう人が自然と触れ合える環境の創造も重要です。例えば、住宅の庭やベランダに緑地を設けるなど、

自然を取り入れた居住空間を作ることで、生活の質を向上させることができるでしょう。 

さらに、地域コミュニティの強化も欠かせません。災害時には、地域住民同士の連携が必要となりま

す。そのため、庭先を利用し近隣の住民同士が交流しやすいスペースを設けることも良いでしょう。また、

コミュニティセンターやイベントスペースを利用することなども地域を知るという観点からも大きなポイントで

す。そして定期的に地域の防災訓練や交流イベントに参加することで、住民同士の絆を深めるようにす

ることも大切です。 

総じて、聖蹟桜ヶ丘地域における住宅のあり方は、防災対策を重視しつつ、自然環境と調和し、地

域コミュニティを強化することが欠かせません。その結果として安全で快適な居住環境を確保でき、地域

全体の魅力を高めることになるでしょう。住宅もまちづくりの重要な要素です。 



 

３）聖蹟桜ヶ丘駅周辺のまちづくり方針                  
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■聖蹟桜ヶ丘駅周辺のまちづくり方針図                    

 

 

 

  



 

２－２ 多摩センター駅周辺                    

１）多摩センター駅周辺の現況と特徴                   
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２）多摩センター駅周辺におけるまちづくりの課題             

 

 

 

 



 

 

 

３）多摩センター駅周辺のまちづくり方針                 
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■多摩センター駅周辺のまちづくり方針図                   

 

 

 

 



 

２－３ 永山駅周辺                         

１）永山駅周辺の現況と特徴                      
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２）永山駅周辺におけるまちづくりの課題                 

 

 

 

 



 

３）永山駅周辺のまちづくり方針                    
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■永山駅周辺のまちづくり方針図                       

 

 

  



 

２－４ 南多摩尾根幹線沿道                     

○ にぎわい・やすらぎ・雇用の創出の場を実現する産業・業務、商業機能などの誘導 

・ 

・ 

○ 新たな来街者・定住者の呼び込みと、多摩ニュータウン全体の活性化 

・ 

○ 次世代の社会課題を解決するイノベーションの創出 

・ 

○ 都市基盤整備や周辺住宅地の環境に配慮した、用途地域の変更 

・ 

○ サービスインダストリー地区の機能の維持・向上 

・ *

○ 貝取・豊ヶ丘地区の沿道における土地利用転換の検討 

・ 

・ 

○ 大学との連携の推進 

・ 

  



 

○ 唐木田駅周辺のにぎわいの形成や都市基盤施設の機能更新 

・ 

・ 

 

○ 南多摩尾根幹線の全線4車線化整備の早期完了 

・ 

○ 誰もが移動しやすい環境の整備 

・ 

○ 歩行者・自転車ネットワークの形成 

・ 

 

○ みどりの適切な保全とネットワークの形成 

・ 

○ 街路樹の適切な管理とうるおいのある都市空間の創出 

・ 

○ 公園・緑地の機能再編等 

・ 

○ スポーツ施設機能の維持 

・ 

  



 

○ 広域的な幹線道路機能を活かした防災性の向上 

・ 

 

○ 住宅団地の再生による良質な住宅ストックの形成 

・ 

○ 生活サービス機能の導入による住環境の向上 

・ 

○ 幹線道路沿道の良好な景観形成 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南多摩尾根幹線 

南多摩尾根幹線（多摩都市計画道路*3・1・6 号線）は、調布市多摩川原橋左岸橋橋詰から

稲城市のほぼ中央を東西に走り、多摩市の南側を経て、町田市小山町地先で町田街道（町田都

市計画道路*3・3・36 号線）に至る延⾧約 16.5km、幅員 25 から 58ｍの都市計画道路*です。

昭和 44 年 5 月に都市計画決定された、多摩ニュータウンを東西に走る 3 本の幹線道路（東京都

道 20 号府中相模原線（野猿街道）、多摩ニュータウン通り、南多摩尾根幹線）の内の一つです。

完成の後は、中央自動車道から稲城大橋、尾根幹線、国道 16 号をとおり東名高速道路につながる

広域幹線道路の一部を担っています。過去には、道路に近接している諏訪・永山地区の住民から、自

然環境や生活環境の破壊につながるとの立場から計画の破棄を求める反対運動が起こりました。現在

は、調布市内の多摩川原橋交差点から稲城市内の稲城福祉センター入口交差点の区間と、多摩

市内の多摩市総合福祉センター前交差点から町田市内の町田街道との交差点までの区間は工事が

完成し 4 車線道路として交通開放していますが、その他の区間は２車線の暫定供用となっています。

平成 27 年、東京都は南多摩尾根幹線の整備方針を策定し、広域幹線道路として全線の４車線

整備事業に取り組んでいます。また、多摩ニュータウン再生推進会議では、沿道土地利用を見直し、

広域幹線道路沿道にふさわしい土地利用転換を図ると同時に、沿道住民の生活ニーズにあった利用

を検討し、多摩ニュータウンの再生につなげていく方針です。 




